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　新型コロナウイルスの感染拡大により、ボランティア活動やサロン活動にも大きな影響がありました。
一方で、コロナ禍だからこそ生まれた取り組みや工夫が多数あります。
　今回は、そのような活動を応援するために初めて開催した子育て支援交流会と、コロナ禍だからこそ立
ち上がったサロンの紹介をします。

子育て支援交流会を開催しました！

下出ふれあいサロンが新しく立ち上がりました！

　本会が把握している子育て支援団体に呼びかけたところ、交流会当日は7団体の参加がありました。
各団体の活動紹介や意見交換を行い、今後の一宮の子育て支援について話し合うことができました。
　「コロナ禍で他の団体がどのように活動しているのか知りたい」などの相談から企画した交流会でした
が、一宮での子育てがより安心安全にできたらという思いが各団体から伝わってきました。今後も子育
て支援団体を応援していきたいと思います！

　北方女性の会代表の方から、新型コロナウイルスの影響で町内の方の外出の機会や集まる機会が減少
しているとのお話があり、こういったご時世だからこそサロンを立ち上げて町内での交流の拠点を作り
たいとの相談がありました。そして、協議・検討の末、新型コロナウイルスの感染対策を行い、令和 3
年 6月 1日（火）から新しく北方町連区の下出公民館で下出ふれあいサロンが開催されました。

開催日：令和 3年 10月 28日（木）
会　場：社協大和事務所

交流会が終わ
った後も皆さ
ん熱心に情報
交換されてい
ました。

DVDを使用した健康体操。
「運動の機会が減っていたので
久しぶりに身体を動かすわ」と
皆さん楽しみながら体操され
ていました。

マジックブローチ作りが
人気で皆さん熱心に取り
組まれていました。

修文女子高等学校学校の福祉活動紹介
　修文女子高等学校にはボランティア活動と国際交流を行うことを主としたインターアクトクラブという
部活動があります。他校、施設、地域の方との交流やボランティア活動を通して、様々な形で地域に貢献
すると共に生徒自身も人々との交流を深めています。また、インターアクトクラブ以外の部活動でも地域
に貢献する活動を積極的に行い、学校全体で募金活動などにも取り組まれています。そこで、今回は修文
女子高等学校の福祉の取り組みの一部を紹介いたします。

　生徒の皆さんは熱心に講師の方のお話を聞きながら、介護についての学びを深めていました。イン
ターアクトクラブは、毎年、特別養護老人ホーム愛厚ホーム一宮苑にて、利用者さんと生徒の交流会
（クリスマス会）を行っています。この交流会には他に 4つの部活動が参加しています。残念ながら、
新型コロナウイルス感染拡大の影響で直接の交流は 2年程できていませんが、生徒達が動画を作成
し、クリスマスの頃に届けているとのことです。愛厚ホームの利用者の皆さんにとても喜ばれており
好評とのことです。

　全国高校生手話パフォーマンス
甲子園に出場されました。惜しく
も本戦に進めなかったとのことで
したが、講師の方から手話を教わ
り、熱心に勉強され、「手話」「聴覚
障害者」について考える貴重な機
会となりました。

　修文女子高等学校は令和4年4月から男女共学化により、校名が修文学院高等学校に変更となりま
す。共学化に伴い、ますます福祉活動が活発に行われることを期待しています。

インターアクトクラブの取り組み紹介

ソフトボール部の清掃活動

　令和３年度は愛知県社会福祉協議会主催の介護理解促
進研修を受講されています。この研修は介護就労への理
解を促し、関心を高めるために、施設職員や外部講師が
介護の仕事についての講義や介護職の魅力についての講
話を行います。

　ソフトボール部では朝の登校の時間に自主的に道端の
ゴミを拾いながら登校しているそうです。地域の美化活
動に貢献すると共に、他の生徒の皆さんの模範となる取
り組みです。これからも是非、この素晴らしい活動を続
けていってほしいと思います。

　参加者の皆さんからは、「他団体のお話が聞けて活動の参考になった」や「定期的にこのような交流の機会
を設けて情報交換がしたい」などの意見が聞かれました。
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